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11月6日石神台地区では大規模地震を想定した大磯町津波土砂避難訓練

にあわせて「黄旗掲出安否確認防災訓練」を行いました。

午前9時、行政無線でサイレンが鳴り、「訓練、訓練、大津波警報が発

令…」との放送の後、各世帯の黄旗掲出⇒街区役員による黄旗掲出状況の

確認⇒一時避難場所に待機する自主防災委員への掲出状況報告⇒防災本部

への報告・集計…と緊張した訓練が行われました。

前回は6月に行っていますが、今回はこれまでの訓練を進化させ救出対象を視覚的に把握できるよう

街区役員に街区地図上で黄旗の有無をチェックしてもらったことです。 この街区地図を民生委員に

提示することで直ぐに避難要支援者世帯への対応が取れるように工夫したことです。報告に立ち会っ

た民生委員の方も「初めての参加で参

考になりました」とのこと。

集計結果では掲出率が72％と訓練参

加者が多くなっていることはうれしい

ことでした。皆さん、ご協力ありがと

うございました。

かわら版68号(3月)でお知らせした１丁目山斜面への太陽光発電設置

問題でまた新たな動きがありました。

事業地の山斜面は転売が重ねられていますが、8月中旬に「購入検討

のため自治会の方と話したい。土砂災害警戒区域であること、大磯町に

条例・ガイドラインがあることは承知しているがこれまでの経緯について知りたい」(Ｓ社)というもの

でした。 自治会対策会議は、9月18日面談し「斜面の樹木伐採で大雨時には現に土砂流出が起っている。

対策を講じること」「町の条例・ガイドラインを尊重した事業を行うこと」「協定書を締結すること」

など、これまでの経過を含めて話し合いました。

Ｓ社からは10月はじめ「…建設に向けて進めることになりました」

とのメールがありましたが、その後連絡はありません。

近くは熱海の土砂災害もあり、急傾斜地への負荷となる太陽光パネ

ル設置は立地規制が必要と環境省での検討が始まっています。

防災と安全をめざして対応して行きます。

年末年始は火器の使用が多くなります。また、火災が起こりやす

い時期になりますのでお互いに注意し合いましょう！

南公園での報告集計状況

大雨時、生活道路への溢水状況


